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爪が2本奇麗に分離されて，中聞に黄色を見る如く見てみない黒占から，第1圖乙
の如き形状を呈してみた事と思はれる．（甲圖は標準型）
　このメリディヤ；二轡から東へ績くサベウス選は，大した攣化も認めす，中央
部のシゲウス港も，15糎級以上の器械使用の観測者に依って認められてみる．
　南方へ移って，1939年の大接近には殆んど浩失したかに見受けられたバンド
1ラ海峡は，今回の甥衝には，稽汝濃度を復活して，15糎級以上に認められる
位の濃度となったが，これとて，琴歌の悪い場合は，25糎級にも飴り濃い存在
ではなかった．特に中央部が淡く，爾基部・一士ちイヤニウム海に近V・側，及
びマルガリチ1フェル轡た接する側は，共に濃度は稽々濃い．
　上記マルガリチEフXル灘は，濃い“アリンの爪”に比較すると，随分淡V・が，
併し，美しい逆：圓錐形を示し，苗田氏は若葉色，渡邊氏は青緑色と観測してみ
る．マルガリチ1フェル1攣の先端に近いオキジや沼は，渡邊氏に依り，十日23日2
時の見取圖にスケッチされてるる．
　バンド1ラ海峡の東基部より護して，ヘラス太陸の西側を斜に南下し，ヘレ
スポンチカ低地に記してみるヘレス麟ントス海溝は，渡邊，前田，木邊部長，頼，
繋，麗田，保積及伊達の各観測者に依って認められており，非常に濃く，美しく
南極附近へ斜に延びた様子は，素晴らしいものであった．そして，その南端
に，ヘレスポンチカ低地が相當濃く認められた．
二河この地塵の赤道以北のアエリヤ，アラビヤ，エデンの廣大な範圏に渉る沙漠
地：方には，ロ1エル，スキャパレリ，マヂニ諸氏に依ると，蛛蜘の田歌の網状運
河が，星形に形成されてみる地域ではあるが，今回の火星赤道の傾きが北方へ
甚しかったため，この方面の運河は，牛調色槍出に猫自の覗力を有する渡邊氏
にも認められなかった．
　南牟球に移って，、前記ヘレスポントスとバンド1ラ海峡の間の地域に，2本
稽々著しい蓮河があるが，この中，西方のカルコボロス隣県は渡邊氏が検出して
みる．東：方のヒルスは誰も認めてみない．
　“アリンの爪”からオキジャ沼へ走る大きくカ1ブしたカン舜プラス運河は，淡
い乍ら，渡邊氏に依って描かれてみる．（つづく）
　　註一火星表面名構は，天界217號口語及落説天丈講座第4巻“遊星”の中の火星
　　　　圓容照され度し．
天　罧　正
論252號（日召添暦17年第6號）
索弓1第6頁左ネ閲，　日貧虫：　1941年プし月21［1
第184頁，標題
第253號（H和訳17年三霞7號）
第227頁第10－11行目
ヴ　　第11－12行目
第228頁第7行目
誤　i表
　　誤
皆既直後の後迭
ストプ・テチ
　　2，5遠金覧壱ま
張力なものと米望なり
　　吋につき裡50の
　　　正
皆既直後の放逡
ストプ・ヲ’チ
2．5来望遠鏡は
張力7Sものとなり
口径吋にっき50倍の
